
■調査対象：参加者（32人）

■調査方法：講演会終了後、会場にて回収

■有効回答数：29件　回答率：90.6％

1．参加者の属性について

◆性別

性別 人数 ％
1 男性 22 75.9%
2 女性 5 17.2%
3 未記入 2 6.9%

総計 29 100.0%

◆年齢

回答 人数 ％
1 10代 0 0.0%
2 20代 0 0.0%
3 30代 0 0.0%
4 40代 1 3.4%
5 50代 17 58.6%
6 60代 7 24.1%
7 70代以上 4 13.8%
8 未記入 0 0.0%

総計 29 100.0%

2.参加者の属性について

◆職業

回答 人数 ％
1 会社員 3 10.3%
2 研究者 0 0.0%
3 教育関係者 2 6.9%
4 自営業 4 13.8%
5 パート、アルバイト 0 0.0%
6 主婦 2 6.9%
7 学生 0 0.0%
8 行政関係者 11 37.9%
9 無職 1 3.4%
10 その他 6 20.7%
11 未記入 0 0.0%

総計 29 100.0%

◆その他回答

その他 人数
僧侶 1
会社役員 1
少年補導 1
団体職員 3
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3.本講演会についてお答えください。

（1）全体の印象について

回答 人数 ％
1 非常に有意義であった 2 6.9%
2 有意義であった 20 69.0%
3 普通 6 20.7%
4 あまり有意義ではなかった 0 0.0%
5 全く有意義でなかった 0 0.0%
6 未記入 1 3.4%
総計 29 100.0%

（2）本講演で有用な知識が得られましたか？

回答 人数 ％
1 得られた 27 93.1%
2 得られなかった 1 3.4%
3 未記入 1 3.4%

総計 29 100.0%

(3)(2)で有用な知識が得られたとお答えの方へ、
本講演で得られた知識を今後の仕事や地域での活動などに生かそうと思いますか？

回答 人数 ％
1 生かそうと思う 20 69.0%
2 難しいと思う 6 20.7%
3 分からない 1 3.4%
4 未記入 2 6.9%

総計 29 100.0%
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4． 犯罪被害者等について

（1）犯罪被害者の現状について、どう思いますか？

・被害者の苦しみを決して放っておいてはいけない。何らかの形で力となる場が必要である。

・被害の状況にもよりますが、現状は公的な被害者救済措置が不十分だと思います。ＤＶ対策、対応される
警察の姿勢にバラつきがあるように思います。

・被害者の増大

・被害者にいつなるか？こんな時代三軒両隣の思いで相談に行かれる様進める。

・教育・宗教が粘り強く、本来の形で普及してこなかったためもう一度、原点に戻る必要があると思います。

・マスコミ取材などの二次的被害にあっていることへの社会全体の支援が必要。

・テレビetcで犯罪が発生した報道をみると大変気の毒に思う。
・大変勉強になりました。

・もっと手をさしのべるべき。

・ますますふえている

・犯罪被害者の現状、全くわからない状態である。全員というが、、。何をすればいいのかわからない。

・援助するべき

・憂慮すべき問題。

・余りにも多くの事がおこっており、住民として不安であり、腹立たしくも思っています。被害者が無くなる事
を目指していきたいと考えています。

・各方面からの支援をする必要（ボランティア）・心のケアをする。（カウンセリング）

・近くであまり犯罪がないように思いますので、、。

・犯罪被害者の現状について、この対応につき初めて知った。

回答

（2）（1）に対して、どのようにすればよいと思いますか？

・交通事故などの遺児に対する救済方法などのようにもっと公庫のような資金援助法制をつくりあげて積極
的に支援すべきだと思います。

・各種対策の強化（被害者にならないことが一番大事）

・関係機関との連携が大切。情報の収集と共有。被害者支援制度をもっとＰＲしてほしい。

・犯罪被害者支援の啓発を活発に行う。

・社会の協力が必要。

・聞いたものが周りにレクチャーすること。

・法制化、性犯罪などについては処置手続きの定着

・必要なのかわからない。

・全体に広報する

・教育の一環としてつけ足し教育ではなく、しっかりと指導できることが必要と思っている。

・社会全体で援助する。

・支援する必要があると思います。

・一般市民に広く知らすべきだ。

回答



（3）今後も同様な講演会を開催した方がよいと思いますか？

・必要と思う。

・現状を知るために今後も希望します。

・被害者の実例を講師によって支援内容等についても講演してほしいと思う。

・ネットワーク団体だけでなく、各市民を対象に開催されるべきと考えます。

・今後も宜しくお願いします。

・開催してください。（2名）
・講演会を開催していただきたい。

・よいと思う。（2名）
・広く行うべき（一般に対しても）

・ぜひ願いたい。

・講演会をもち、多くの人の理解を深めたい

・できるだけあった方が良いと思います。

回答

5 その他のご意見、ご感想について、下欄にご自由にお書き下さい

・開かれた警察のためにも、法制度を広く知らしめてほしい。

・警察でここまで被害者支援が充実していることは、これまであまり知らなかった。

・小さな事件の被害者にも対応していただきたい。

回答


